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櫻井陽二先生は, 2012年 5月にめでたく古稀を迎えられ, 本
年 3月末をもって定年退職されることになりました｡ 明治大学,
そして政治経済学部に 44年にわたり多大なご貢献をなされた先
生に, このような古稀記念論文集を献呈できたことについて, ご
寄稿いただいた諸先生に心より感謝いたします｡
櫻井先生は, 1942年に茨城県でお生まれになり, 1961年に明
治大学政治経済学部に入学されました｡ 卒業後, 明治大学大学院
政治経済学研究科に進学され, 大学院で研鑽を積まれ, 1969年
に専任助手として明治大学に就任されました｡ 1972年には専任
講師, 1975年に助教授, 1980年に教授となられ, 政治体制論,
政治学原論など政治学科の核となる授業科目を長年にわたり教え
てこられました｡
2008年には, 『ビュルドーの政治学原論―フランス正統派政治
学理論の研究』 (芦書房) で博士学位を取得され, 長年わたり日
仏政治学会理事, 2011年からは理事長を務められています｡ 大
学においては, 学生相談員, 学生部委員, 1986年には大学院政
治経済学研究科政治学専攻主任, 1992年から 1998年の長きにわ
たり大学院委員, そのうち 1994年から 1996年までは大学院教務
主任を, また 1987年から 1991年まで評議員という要職を歴任さ
れ, 本学の発展に大きく寄与されました｡
櫻井先生が大学院の執行部におられた時代には, リバティタワー
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を含む駿河台 A地区の再開発事業の最中であり, 現在のアカデ
ミーコモンの前の広場の所にあった旧大学院棟から現在の研究棟
に先生方の研究室が移転し, その後完成したリバティタワーの高
層階に院生の研究室を含め大学院の機能が移り, 院生の研究環境
や利便性は著しく向上しました｡ その重要な時期に櫻井先生は,
執行部として大学院の発展に多大な貢献をされました｡
櫻井先生は, 政治経済学部のフランス政治研究の伝統を継承し
大きく発展させられました｡ 近年出版なされた 『松平齊光におけ
る政治科学と天皇制』 (芦書房) のなかには, 先生の恩師であら
れる松平齊光先生の真摯な研究者としての姿が生き生きと描かれ
ています｡ そこで松平政治学の特徴として示された, 実証主義的
態度を貫きつつ, ｢西欧の思想史研究と社会学研究で体得した概
念装置｣ を巧みに用いて民主主義の文化的由来を歴史的に考察す
ることにより, 政治とは何かを突きつめるという研究態度は, ま
さにそのまま櫻井先生に引き継がれて, 多くの研究成果に結実さ
れています｡
櫻井先生は, 政治社会学や比較政治学における世界的な第一人
者であるマティ・ドガン教授との親交を深め, フランス政治学の
手法の応用に力を入れられ, アメリカ政治学の紹介に傾きがちな
日本の政治学に, 貴重なバランスをもたらしました｡ また比較政
治学の方法論の確立と深化を常に意識されており, ドガンとペラッ
シーの 『比較政治社会学』 (芦書房) の翻訳は, 多くの版を重ね
ました｡
神保町の古書店で, トクヴィルの思想を論じたドレッシャーの
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『デモクラシーのディレンマ』 (荒地出版) を手にしたことが,
私が櫻井先生の業績の一端に初めて触れた時でありました｡ 先生
の詳細な解説がついているこの本を手に取ると, 今でも本そのも
のから, 櫻井先生が研究者を志された当時の国内外の政治や思想
の激動と, それに応えようとする真剣な学問的営みとパワー, そ
して先生のリベラリストとしての核心を肌に感じることができま
す｡ さらにこの本は, 20世紀末から現在も続くトクヴィルブー
ムの嚆矢をなすものとして, まさに時代の先陣を切っていたと思
われます｡ ライヴリーの 『デモクラシーとは何か』 (芦書房) の
翻訳をはじめとして, 幾つもの翻訳に参加させていたただきまし
たが, 櫻井先生の学問的な守備範囲の広さと一語一句を大切に考
え抜く態度に, 本当に多くのことを学ばさせていただきました｡
明治大学からだけでなく, 他の多くの大学からフランス政治研
究を志す学生たちが, 先生のもとに教えを請いに集まり御指導を
受け, 多くの研究者が育ち, 大学で教育研究を続け, また社会人
として活躍されておられます｡
櫻井先生の一層のご健勝とさらなるご活躍を心よりお祈り申し
上げ, また長年にわたる明治大学と政治経済学部への御貢献に対
する感謝の意をこめて, 本論文集を先生に献呈いたします｡
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